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マグネチュード推定法 
べき関数の推定（PMagEstLS.exe） 

 
 
 べき関数を最小2乗法によって求めるプログラムPMagEstLS.exeを起動すると図１のフ
ォームが提示される。 
 

 
図１ 起動時のフォーム 

 
 刺激値と評定値の組み合わせのデータは、フォーム左側のグリッド内に設定する。図１

ではデータ設定行は１行しかないので１組のデータ（Data 1）が設定できるだけであるが、
データ行は「追加」ボタンのクリックで増やすことができる。図２は書籍の表 1.1のデータ
を設定したものである。 
 
 

データ行の追加 

データ行の削除 

データの保存 

データファイル

の読み込み 
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図２ データの設定 

 
データ行を増やしすぎたとき、あるいは不要の行は「削除」ボタンのクリックで削除する

ことができる。グリッドに設定したデータは「保存」ボタンのクリックで保存することが

できる。データは CSV形式で保存されるので、拡張子は「.csv」とする。CSV形式のファ
イルとして保存したデータは、「読込」ボタンのクリックでグリッドに読み込むことができ

る。 
 データがグリッドに設定されると、「計算」ボタンが Enabled になる。「計算」ボタンの
クリックで図３の出力用テキストファイル名の設定を求めるダイアログボックスが表示さ

れる。 
 

「計算」ボタンのクリック

で計算が始まる 
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図３ 出力用テキストファイル名の設定 

 
計算結果などはテキストファイルとして出力されるので、ファイルの拡張子は「.txt」とし
ておくと便利である。名前の設定後、「開く」ボタンをクリックすると計算が始まり、計算

結果が図４のように表示される。 
 

 
図４ 計算結果の図示 

 
図４は、本書図 1.1と同じものである。 
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図４のフォームの右上の「閉じる」ボタンのクリックでプログラムの実行が終了する。

実行終了後、図３のダイアログボックスで指定した名前の出力ファイルをエディタで開く

と図５のようになっている。 
 

 
図５ 出力ファイル例 

 
 入力データの書き出しの後、図４のフォームに表示されている計算結果が図５の出力フ

ァイルにも書き出されていることがわかる。 
 
 
 


